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「ネットワーワ環旗下巴おける韓報ij一巳スj という統一テーマのもとに 4月から毎月

1回のベースで、連続 5回予定しています。情報ネットワーク技術の発展により、情報サ

ービスのあり方も急激に変化しています。

この連続企画では、そのさまざまな側面に焦点をあてる予定です。すでに講師の方と交

渉中であり、具体化すれば、順次ご案内いたします。

講義は毎回、土曜日の午後 2時から 5時まで行います。その後、懇親会を行います。

第 5回目には会員(3名)の発表を予定しています。

t; 2~発表老も募集しま寄.
1人あたり、発表時間は 30分、質疑応答は 20分で構成されますc 意欲ある方は奮っ

て応募して下さい。

応募の締切日は 2月 28日とさせていただきます。

応募先は

井上雅人 立命館大学総合情報センター情報管理課

〒 603・8577 京都市北区等持院北町 56・1

Tel:075-465・8222 F出 :075-465・8252 E-mail泊 0・mst@stritsumei.ac.jp まで

4月セミナー 4月 28日(土)

午後 13~17 時

キャンパスプラザ 2階第 2会議室

5月セミナー 5月 19日(土)

午後 13 ~ 1 7時

キャンパスプラザ 2階第 3会議室

6月セミナ-: 6月 2 3 s (土)

午後 13 ~ 1 7時

大図研セミナー案内と発表者募集・・・・・・1頁

堤藷富写真集 1972-1975J陀コパて・一.. . . .2頁

大菌研セミナーによせて・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3頁

第2回京都支部委員会j報告・...........・・・・・・・・4頁

会費納入のお願い・~ .. .. .. .. .. .. .. .. ..・・・ 4頁

物思う年頃-大学と大学図書館・・…………・ 5頁

数珠つなぎ第 53屈・・・・・・・・・・・・・・・・ 6頁

キャンパスプラザ 2階第 3会議室|ご意見・ご要望、投稿はメール、又は M で

編集気付 (dkamr302@kyoto.zaq.ne.jp) 国北まで
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大図研京都 NO.188(2000..11.12) 

f審議範雪箆集 Iqつ2-lqつ円Jc2ついて

穣原俊夫

堤さんが写真友達数人と語らって自前の写真集を出したいという希望があることは側関
していた。しかし、さまざま経緯があって出版計画は頓挫したはずである。それが患いが
けず堤さんの単独写真集として出版されたものを見せられて驚いた。いつもながらの堤さ
んの即断即決とその予期せぬ出来映えの両方に驚いたのである。

「堤豪範写真集 1972-1975J には、 49葉のキャビネ販の写真が収載されて
し、る。

「小豆島J と題された 1972年撮影のモノクロームの写真から「村へ」と題された 1
980年までの写真は、日本の身近な風景と人物を撮したものであり、残りは 1995年
の海外旅行で撮影されたカラー写真である。園内の写真はすべてモノクロームで撮影され
ている。日本の伝統的な風景のなかの人物を写すためにはモノクロームでなければならな
いというこだわりがあるのかも知れない。逆に梅外の風景はすべてカラ}で撮られている
が、それはそれで美しい。ここにも作者の写真における独自の美学があると思える。

それにしても、 1980年から 1995年までの空白は何を意味するのだろう。撮影は
続けられているのだろうから今回の写真集に遷ばれなかっただけなのだろうか。

私はろくな写真を撮ったこともないし、写真集をじっくり鑑賞したこともない。有名な
写真家も名前くらいしか知らない。映画にいたっゐては最近では、映画館で見ることは年に
一回もあればいい方である。写真や映像を批評する資格はないと思っている。だから、あ
くまで素人の視点で写真を見ていいか悪いかということにしかならないのだが、いい写真
集だと思う。

敢えて言えば、私の知る数少ない写真家の一人である荒木経惟の初期の世界にも通ずる
ものがあると思う。堤さんは写真集を「ブレッソンのように」と題するあとがきで締めく
くっているのだが、ここには有名写真家の言葉を引用しながら、彼の写真論が述べられて
し、る。

とりたてて新奇なことが言われているわけではない。なによりも被写体に、言い換えれ
ば風景の中の人物に一歩でも二歩でも近寄ることの大切さについて述べている。あとは構
図、カメラアングル、カメラワークが大切だと言う。けれん味がなく、まことにまっとう
である。彼はこれらのことを7好きな映画の世界から学んだという。このあとがきを読んだ
後、あらためではじめから写真集を見てゆくと彼の愛好する映像の世界がよく理解できる
ように思う。

4 9葉の写真はほとんど人物を活写することにその目的があるととは自明で、全く人物
が登場しない風景写真は 2葉しかない。風景のなかの人物に近寄り、寄り添い、ときには
まったく撮る倒と撮られる側が一体化してしまっているように見える写真がある。そうい
う写真がたぶん作者の会心の作品なのだろうと思ってみる。

どこと言って新しい手法があるわけでもなく、珍しい風景があるわけでもない。しかし、
見終わった後、やすらぎとぬくもりが心に残る。それだけでいい写真集だと言ってもいい
のではなかろうか。写真集は豪華な装いこそないけれど、その地味な装丁がかえって写真
の素朴な味わいを引き立てているように思える。

(しのはら としお 京都大学総合人間学部図書館)

1972・1995:堤豪範写真集発行日:2000年10月13日第 1刷
写 真堪豪範 印刷・製本株式会社石田大成社 (非売品)
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番喜 金森孝之

支部報に記事を書いてもらいたいとの督促の E-メイルが届いていた。 1 1月 30日に
来る予定であったとのこと。むむむっとうなった。そういえば、この前の会議とそのよう
なことがあったかなと思い出す。えらいことを引き受けたとじとりと冷や汗がでる。

小学校のころから作文を書いていい思い出がない。事務的な文章でさえもまともに書け
ない。文章を書くと自分の無知蒙昧が曝出るため、文章に自身を持つ人を除いて、皆いや
に違いない。といってごねても仕方ないので、このままうだうだと書くしかない。

京都支部では、大プロジェクトとしてテーマ「ネットワーク環境下の図書館」というこ
とで、連続したセミナーを開催するとのこと。これにそって何か書かないといけないのだ
ろうが、知識ゼロで書きょうがない。そこで脱線して、話変わります。支部の会議の中で
講演してもらってはどうかという講師候補の中に旭屋の湯浅俊彦様の名前が挙がってい

た。
湯浅様と言えば、私の民博時代からの知り合いで、旭崖様と呼び習わしておりました。

さて、大図研の全国大会の時に出版の分科会に出席したのですが、講師として湯浅俊彦(か
もがわ出版)とありました。すっかり旭屋様は転職されたと思い込んで分科会に出たので
すが、見知った人が前に座っていないので、いぶかしく思っているとやはり別人と判明し
ました。分科会は、出版社の人はシュンとして、印刷会社の社長様は元気でというのが印
象的でおもしろかったです。

ところで、かもがわ出版ですが、立派なホームページを提供されておられます。小出版
社といいながらも、加藤周ーの著作出版で有名とのこと c なかなか興味深い図書が多いの
で、一度のぞいてください。分科会の終わりに、質問時間がありまして、そこで旭屋の湯
浅俊彦様のことを質問しますと、同姓同名とのことで、よく間違われるとのことでした。
お二人ともに、いろいろと本やら雑誌に記事やら警かれて活躍していて、しかも出版社と
本屋と分野も近くて、ますます混乱するようです。

さて、書居に関係する私の個人的な貧弱な体験を話します。 3年間ですが、大阪府の南

端にあります原子炉実験所の図書室に勤務しておりました。昼休みは、近くの喫茶底に漫
画を読みに行くのが日課でした。喫茶唐もマスターの趣味でしょうか、大量の漫画が置い
でありました。但し、いわゆるマンガ喫茶ではありませんので念のため。長編物ばかり選
んで読みまして、「マスター・キ一トンJrベルセルク J、fスプリガン」など大好きです。
近年、マンガ喫茶が流行しているようで、私の住む高槻市でも数庖営業しているようです。
それと、新古書店というのが、高槻市にもやってきました。古書庖に新とつけるのは変で
すが、実際、居内は普通の本屋といった雰囲気で、あのかび臭く薄暗い古本屋ではありま
せん。ここには 100円コーナーというのがありまして、ここを物色して、おもろい本を
探すのを楽しみにしています。安いからと何冊も買うと読みきれないのですが。

テレビでインターネット書底のコマーシャルを見るようになりました。「近頃の女子高
生、インターネットで本を買う」というものです。京大生協においても、インターネット
で図書の注文が可能です。辞書を買うつもりで、生協の警庖に行ったのですが、目当ての

図書がありません。
でも図書というのは、現物を見ないと買えないですね。住方ないので、丸善の京都支店

で図書の内容を確認してから(丸善様すみません!)、生協にインターネットで発注しま
した。というように、平穂無事の私の身近でさえこんな具合ですので、書底をめぐる事情
は激変しつつあるようです。

最近「本とコンピュータ J という雑誌に街の本屋は生き残れるかという特集がありまし
た。衝の本屋でも、自らインターネットを利用した書籍販売に踏み出している書庄もある
ようで、その意見では自らの才覚で新世界に踏み出していく気概があふれていました。

こうした、読書環境識変の中で、出版メディアはどう変わっていくのかということで先
のセミナーの中に取り上げるのもおもしろいだろう。湯浅様は「デジタル時代の出版メデ
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ィア j という図書も書いておられるし。しかし、これは旭屋様の方だろうな?全く、同姓
同名はややこしい。あーそうだ、出版社と書庖の二人の湯浅様を講師としてお招きすると
おもしろいだろうな。しかし、予算的に無理だろうな。セミナー名「二人の湯浅書庖 v

s出版社、出版メディアをめぐるトークバトル」なんてね。
しかし、この話題は大図研セミナー「ネットワーク環境下の図書館」にふさわしいかど

うか。いまだに、湯浅様に連絡をしておりませんし、まだ夢想している段階ですが、もし
もこのセミナーが開催されたら、きっと興味ある内容になると思いますので、まずは前前

宣伝をやっておきます。
(また、いやなものを書いてしまった!) 

(かなもり 京都大学経済研究所図書掛)たかゆき

圃.・2・田・圃・・..・a・・...・・・・・・・・・・・・ a

時:2000年 11月 7日(火)午後 7時"-" 9時
所:京都大学附属図書館 3Fスタッフラウンジ
席:井上、大館、大網、金森、篠原、回北、呑海

第 2回京都支部委員会

日
場
出

••••• J・・..・a・... . . 
2・. . 

{報告事項1
1 .財政情報

• 1998年度会費未納者
• 2000年度会費未納者

[審議事項I
1 .今年度の活動について

1 )忘年会 12月 7臼(木)
2 )大図研セミナー

<内容> ・テーマは「ネットワーク環境下の図書館J
-外部講師によるものを 4固と会員の発表によるもの 1由

<時期・時間帯> ・毎月 1田の連続講習会を開催する。
・時期的には 4月以降。
-時間帯は土曜日の 2時から 5時まで

く会場> ・キャンパスプラザ(JR京都駅前)
<参加者> ・大図研会員に限定しない。

・準備期間をおき、「図書館雑誌Jr図書館界」
の媒体で広報する。

3 )図書館見学 ・日時と場所は未定
2. 支部報について

・10月号から毎月、支部委員が交代で「大図研セミナーJ
記事を書く。

日図協評議員選挙について(2001年 1月 14日'"2S 13) 
・京都支部として前回と同じ 2名を推薦する。
-推薦された 2名の方から承諾をとりつける。
.投票依頼の分担は次回に決める。

4. 次回支部委員会 12月 5日(火)
於 京都大学附属図書館 3Fスタッフラウンジ

5名

などの図書館関係雑誌や他

に関連した内容の

• 1999年度会費未納者2名
20名

3. 

-告費鏑λのお嵐い 一.-
2 0 0 0年度会費未納の会員さんは、至急会費の納入をお願いします。
会費についての問い合わせは財政担当支部委員の大綱浩ーさん、又は
最寄りの支部委員又は、編集子までお願いします。 : 

~ 
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物思う年頃一大学と大学図書館

誼 田北十生

今年 10月中旬に人事異動で図書館を離れることになった。一度図書館の状況を多少と
も知り、別の部署に移されて図書館が今度は外から眺める機会を得た。

そこで改めて、図書館を取り巻く問題は、優れて大学の問題であり、大学教育の問題で
あると思うようになった。

今、大学は国公私立の区別を問わず、激動期に入っていると思う。国立大学の独立法人
也問題が最近にぎやかになってきた。私立大学はそれに先んじて、存亡かけて取り組みが
真剣になされている。図書館もその影響を受けずにはいられない。聞けば、京都のある私
立大学では職員の 20%をリストラしようとしているところさえある。
図書館だけがリストラの対象ではない。予算も良くてゼロシーリング!

銀行救済どころか国自体が倒産寸前の借金地獄に堕ちている。かたや学ぶべき学生は、
「学力低下j を嘆かなければならない状況が発生し、行き場を失った「情熱Jは「怨念j

となって暴走をはじめている。
これがいわゆる「世紀末」現象でかたづけられる問題ではない。口を開けば r2 1世紀

の展望」と言う言葉が行き交うが、どこに展望があるのだろうか?
このように言えば、今度は、「宋来は暗潅としていて出口の見えないトンネノレにいる」

と嘆く人がいるが、それは本当だろうか?
私は、いわば騒然とした大学を取り巻く情勢をみて、自責に念に駆られる。というのも

今騒がれているのは、自発的な危機意識からというよりも、外から襲ってきている危機に
あたふたしているといった方が適当な気がするからである。

私も大学に職を得ている一人であるが、自発的主体的に、これらの問題が押し寄せてく
る前に、教育と研究の危機を乗り越える方策をどれだけ主体的に取り組んできたかと関わ
れると怪しいからである。もちろん、これまでいい加減にしてきたというわけではない。

そうではないが、時代の要請の方が先に走っていたのである。今振り返ってみれば、大
学という業界の中だけしが見ず、時代の流れというものをしっかり見極めることに疎くな

っていたのではないだろうかと思う。
図書館を例にすれば、今図書館の直面している課題に対して、どのような有効な方策を

私たちは講じてきたのであろうか?
図書館人とし芝、外から改革を迫られるほど不名誉なことがあるだろうか?
今、図書館が求められていることは、あまりにも大きい。図書館員だけの努力では、実

現不可能であると言い切れる。では、その実現をするために、図書館人として、どのよう

な有効な努力をしてきたであろうか?
これは、全ての図書館人への聞いである。
大学がああしてくれなかったや予算がとれなかったですまして来ている問題はないであ

ろうカミ?
大学がしてくれなかったらどうするのか、予算がなかったらどうするのか、その解決策

と展望を自らの使命として正面から受け止め、切り開く活動を展開してきたであろうか?
図書館人が図書館の危機を自ら切り開く努力無しに図書館の課題はなんら解決しない。

それを果たしてきたかを今、一人ひとりが、自らに問いかけて見るときではなかろうかと
痛切に自己反省的に思う、このこのごろである。

「三人寄れば文殊の知恵」ということわざがあるが、これは、そういう自己反省的に物
事を捉え、危機感と危機打開の志を持った三人でなければ、三人寄っても患にもつかない
結論しか導き出せなくなるように思う。
とは言いながら、危機の時代は見方を変えれば、すごくやり甲斐のある時代であることも

間違いない!
(たきた かずお 京都橘女子大学企画広報課長)
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.-・-...-..-.-...-.-..-....-.-..-.-....-.
好評の連載コーナー11

・京都橘女子大学図書館 しlまた • まさと

.大図研京都鰍つなぎ第53回 柴田 正子 さん ・

.-...-..-・-..-.-...-・・・ ・・-・-...-・・-・-..

丈⑧E丹と箱、乏しと定年議 l

私、ゴースト会員の柴田です。
今年の 4月から現場復帰。京都橘女子大で図書の仕事をやっています。大図研京都数数

珠つなぎには初めて顔を出すことになりました。京大時代には何とか逃れることができ、
一安心していたのですが、今回、回北編集長に見っかり何か書かなければならないはめに
なりました。

私と大図研とのつながりは、 1970年後半ころのことです。
京都府立大学で図録の勉強会があるというので参加しました c 当時私も京大で目録の勉

強会をやっていた関係上、興味があったからです。参加者は 20人足らずで、龍谷大学の
吉野さんの「日本自録規則 新版Jに関する話でした D 大図研の京都支部第 2回例会でし
た。大図研がとのような研究会をやっているのに少々驚きました G

というのも、それまでは私立大学で起こった図書館員の人事異動に対する反対運動とか、
組合と同じ活動をしていると患っていたから..・(自分もかつてはそうでしたが・・・) 当
時、図書館の世界にも大きな変化があり、機横化の渡が押し寄せてきていました。

目録一本できた私も危機感と限界を感じていましたc

年齢的にも折返し点に立っていた時期でしたので大図研に加入した次第です。
これから図書館員として生き残るにはどうしたらいいか真剣に考えさせられ、何か主題

に強くならなければと思い法学部に異動しました。おりしも大図研でも資料研究-1人 1

人の図書館員が何かひとつの主題を持ち、資料に精通し、日常の仕事に生かしていくーと
いうことが提起されました。この方針とあいまって、私も参考図書研究グループ、索引作
成。グソレープなど中心に、法律資料の研究を続けてきましたが、大図研がいつも私の支えに
なっていたように思います。

総会に出席して勇気づけられたり、研究成果を発表する機会を与えてもらったり、適時
に適切な援助とアドバイスを頂きました。今から考えると、私の集大成となった rDCの
翻訳Jも大図研メンバーの協力があったからできあがりました。

おかげで京大では充実した図書館生活を送ることができました。

さて、つぎは誰もが向える定年です。

夢中で走ってきた 36年問。いきなり毎日が日曜日です。定年後を予期して、水泳とか、
ハイキング、山登りなどはじめてはいましたが突き詰めて考えると健康維持のためです。
ボケ防止ではじめたパ Yコンも目的がなければ手段にすぎず、大図研の研究会も現場を離
れると参加する気も起こらず、精神的支えをなくし不安とイライラはつのるばかりです。

こうした時、タイミングよく京都橘女子大の図書館で整理要員を募集していることを知

り、応募し、運よくアルバイトとして採用されました。主として分類、毘録(遡及入力)
の仕事ですが、昔と異なりすべて電算処理で本当に楽になったものだと感心しています。
主題は文学系が多く学生時代のゼミの先生、先輩たちの書いた本にも出会うことがあり、
それぞれの分野で活躍していることを知り元気づけられています。

せっかく与えられた職場を大切にして、一日一日を有意義に過ごしていきたいというの
が現在のいつわざる心境です。

明 6-


